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中学生への 日本語支援
一生徒 の リテラシーと日本語を結ぶ活動一
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1キー ワー ド】学校 リテラシー ・学校外 リテ ラシー ・中学生 への 日本語 支援

0.は じめに

目本国内の学校で第二言語 と して 日本語 を学ぶ児童生徒(以 下JSL児 童生徒)は 、

日木 語力の不足 によ り本来持 っている能力 よ りも低 く見 られやす い。そのため、在籍

学級 では教科の成績が振 るわな いことを本人の能力 に起因す ると考 えられた り、 日本

語指導では本人 の興味や知的 レベルに合わ ない課題 を与 えられた りす る傾向がある。

こうした現状 はJSL児 竜生徒 の 日本語学習が彼 らに とってかけ離れた意喋のないもの

になるばか りか、ネガテ ィブな 自己イ メー ジを植え付 けかねない。

この問題の原 因は、JSL児 童 生徒の能力 、あ るいは リテ ラシーの捉 え方 にあ る.っ

ま り、彼 らに必要なのは正 しい読み書き能力や在籍学級の教科学習 についていける力

だ とい う考えに代表 され る 「学校 リテ ラシー」のみで捉 える考え方で ある。 しか しJSl.

児章 生徒に とって必要なのは学校 リテ ラシーその もので はな く、祉会 に参加 し、自己

実現を図 るための リテラシー、す なわち多様な 目的に応 じて言語 ・非言語テキス トに

ア クセス し、解釈 し、利用 し、創造す る力を獲得するこ とである。

もともとJSL児 童生徒は母語、 日本語で多様な リテ ラシーを持 っている。 日本語教

育の課題 はこれを理解 した上で引き出 し、 目本語に関連付 け、伸張することである。

そのためは学校以外の文脈での母語 、目本語 によるr学 校外 リテ ラシー」を含め、JSL

児童生徒の リテラシーを幅広 く捉 える必要がある。

本稿はこの ような立場に立 ち、JSLの 中学生Mの ケー スをもとに学校、学校外の文

脈か ら幅広 くリテラシーを捉 え、 日本語支援 に対す る示唆 を考察す る。 また筆者が行

った 目本語支援 実践例の分析か らJSL児 童生徒の リテラシーを引き出 し、関連付け、

仲張する 日本語教育について考察する。

1.リ テ ラシー をどう捉えるか

筆者は リテ ラシー を、多様な社会的 日的に応 じて言語 ・非言語テキス トにアクセス

し、批判的 に解釈 し、利用 し、創 造す る一 連の社会的実 践であると考える。 これ は母

語、第二言語 に共通する基盤 である、 また リテ ラシーは、Geeが デ ィス コー スの概念

一43一



を用いて説明 した ように、文化 、アイデ ンテ ィテ ィと相互に関係 し合い なが ら形成 さ

れ る(Hul1&Schultz,2002)。 っま リリテ ラシー と文化、アイデ ンティテ ィは切 り離

す ことができず、リテラシーを捉 えるこ とは個人全体 を捉えることと同義 とも言える。

そのために、学校 リテラシー、学校外 リテ ラシー双方に注 目す ることが必要である。

「学校 リテ ラシー 」は、国家の教育課程や統一テス トな どを通 して育成 され、評価 さ

れ る リテラシーで、学校での成功にっなが るスキルである(Knobe1,2001)。 例えば 、

漢字や かなの正確 な読み書 き、物 語の登揚人物の心情理解 、抽象的な作文が書 けるこ

と、知識を暗記す ることな どが含まれ る。しか しこれ らは特殊で限 られた技術であ り、

学 校 リテ ラシー に熟 達す る こ と自体が学 校 外で の成 功 を保 証 す る とは限 らない

(Knobe1,2001)D

一方 、r学 校外 リテ ラシー」は家庭、友人間、コミュニテ ィ、職場な どの学校以外の

文脈で実践 され る リテラシーを指す。先行研 究では学校 リテ ラシー と学校外 リテラシ

ーの差異 を浮 き彫 りにし
、学校で能力が低い とされ る生徒が豊かな学校外 リテ ラシー

を持つ事例が報告 されている(Knobel,2001;Skilton-Sylvester,2002)。

ここで留意すべ き点は、 リテラシーは学校 の中と外 といった空間的、時 間的境界で

区別 され二項対立 的に捉え られ る もの ではない とい うこ とである(llull&Schultz,

2002)。 学校 リテ ラシーと学校外 リテ ラシーは独立 して存在す るのではなく、共通の基

盤であ るリテ ラシーが個々の文脈や 目的に応 じて多様 な形で現れ るのであ る。 つま り

学校外の文脈に注 目することによ り、安易に学校 リテラシーを否定するのではな く、

JSL児 童生徒の リテ ラシーの全体像をよ り多角的に リテラシー を捉 える ことを可能 に

す るのである。

2.ケ ーススタデ ィ:Mの リテ ラシー

2.1調 査概要

筆者 は2003年10月 か ら2004年2月 まで、お よび2005年5月 か ら9月 までの約9

ヶ月間にわた り早稲 田大学 日本語ボランティアとして、週1回Mへ の 日本語支援 を行

った。本稿 で記述す るMの 学校外での リテ ラシー実践はMと 筆者のや り取 りの中でM

自身 が語った り書いた りした内容に基づ く。また学校での リテ ラシー実践につ いては、

筆者 の観察、教師 とのや りとり、お よぴM自 身が語 った内容 に基づ く。 これ らのデー

タはフィール ドノー トとして筆者が記録 したものである。また、2004年5月 か ら2005

年3月 まで支援 を担 当した村上まさみの報告書(村 上、2004)も 使用 した。

2.2Mの プ ロフイール

Mは 中学2年 の女子であ る。2003年2月 、上海 で小学校5年 生 を半分終えたところ

で母親 と共 に来 目 した。家庭では母親 とは中国語で、母親σ)再婚相手である 日本人の

継父 とは 日本語で会話 をす る。3月 初めにN小 学校5年 生に編入 、4月 か らは6年 生 に
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進級 し、2004年4月 にN中 学校 に入学 した。

Mの 性格 は明る く社交的な印象で ある。小学校では服装や持 ち物のお しゃれに気 を

使い、同性 の友達 とは好きな男子の話で盛 り上が り、異性の友 達 ともよ く話をす る活

発な少女であった。 中学校では友人関係や家庭環境な どの悩み を筆者に打 ち明けるこ

とがあ るものの、担任教師や友達の前では相手 を気遣い明る く振舞 った り、放課後友

達 を家に呼んで一緒 に遊んだ りと、社会性の高 さを見せ る。 日本語支援の時間も自分

の こ とを夢中で話 し指導が脱線す るほどで、 日本語で 自分を表現 しよ うとい う意欲 も

能力 も高いと言える。

Mへ の 日本語支援 は、2003年2月 か ら4月 まで有償のr適 応指 導」が60時 間行われ、

その後は早稲 田大学 日本語ボ ランティア として大学 院生1(2003年5月 か ら7月)、 筆

者(2003年10月 か ら2004年2月 、および2005年5月 か ら9月)、M(2004年5月 か

ら2005年3月)の3人 によ り、週1回 約2時 間ずっ行 われた。JSLバ ン ドスケール1

を使 ったMの 日本語能力は表1の 通 りである.

<表1・JSLバ ン ドスケール による日本語力判 定〉

測定 日(測 定者) 話す 聞 く 書 く 読む 備考

04/05/16(筆 者) 5 5 4 4 中学 ・高校

04/06/18(村 上) 5 6 3 3 中学 ・高校

04/02/04(筆 者) 4～5 4～5 4 4 小学校中高学年

04/01/13(筆 者) 4 4 4 4 小学校中高学年

03/12/03(筆 者) 4 4 3 2 小学校中高学年

2.3Mの 学校での リテラシー

Mの 話す 日本語は時折誤用が見 られ るものの非常に流暢で ある。 しか し教科学習は

依然 として困難であ る。定期試験で はほ とん どの科 目で50点 以上を取 ることが難 しく

30点 未満の科 目も多い。60点 、80点 をマーク した数学、英語で もr『数学 もよくない。

問題が読めないか ら。』『英語は(中 略)『 大きいの本』て書いた ら、 日本語 が間違 った

か ら点 を引かれた.』(村 上、2004、p.116)」 と訴え、 日本語 がで きないために 自分の

持っているカが評価 されない ことを もどか しく感 じてい る。

一番苦 手とする国語では教科書のは じめの数行を読んだだけで読む気が しなくな り、

授業中はrぼ 一っ としている」 ことが多い とい う。 しか し自分 の意見 を表現す ること

に対 しては意欲を見せ る。r集 めた情報 をもとに意見文 を書 く」とい う課題では、イ ラ

ク戦争 をテーマに選びインターネ ッ トでニュー スの記事を調ぺ短い 「意見文」 を書い

ている。 だがその内容 は思いや意見を繰 り返すだけで、客観的 な情報を使 って考えの

理由を説明するまでは至 っていない。

戦争に対するMの 問題意識 は以前か ら一貫 してお り、その背景には 口中戦争に参加
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した親戚か ら戦争の話を詳細 に聞いて育った経験がある、歴 史で 日中戦争 を学習す る

際、Mは 戦争のイメージが鮮明す ぎて写真 や文を読むのが怖 い、 自分の知っている歴

史観 と違 う解釈 を知ることで どちらかが間違 いだ と考えるのが嫌だ、同級生か ら中国

人 だか らとい じめ られないか不安だ、 とい う複 雑な感情を筆者 に打ち明けている。

2.4Mの 学校外 リテラシー

2.4.1日 本語による学校外 リテラシー

国語の教科書はr読 む気 もしない』Mだ が、学校外では 日本語 によ る読書を楽 しむ。

2005年3月 には 『だから、あなた も生きぬいて』 を読みきっている。Mは この本の

よ うに自分 と似 た苦労を乗 り越 えた人の本当の話や将来役 に立つ本には興味があると

い う。Mの 将来の夢はr社 長』になって母親や育てて くれた祖母に ビルを建ててあげ

るこ とで、これ までに様々な ビジネスを考えついている。最 近では中国雑貨の販売を

考 えてお り、図書館で店の開き方にっいての本 を借 りて読んでいる。一方、継父が買

った ファンタジー小説にはまった く興味が沸かず、読も うと しても頭 に入 らないとい

う。書籍以外 にはイ ンターネ ッ トの 目本語テキス トに接す る。検索エンジンで情報 を

得 ることが主だが 自動翻訳機能 を使 うこともあ り、わか らないことがあれば とりあえ

ず検索する習慣がある。

学校 リテラシーの実践も見 られ る。Mは 数学の塾 に通い夜11時 近 くまで勉強す る

こ ともある。またMに は将来英語圏の大学で ビジネスを学びたい とい う夢 があるため 、

英会話学校に通 った り英検 に挑戦 した りと意欲 的に学習 している。

2.4.2中 国語 によるMの リテラシー

中国語によるblの リテラシー は一居豊かで多様である。読 書好 きなMは 歴史小説、

恋愛小説、経済 な ど幅広いジャンルを読みあ さり、中国の映画やテ レビ ドラマにも精

通 している。 しか し最近のもの を入手するのは難 しい。イ ンターネ ッ トを使った リテ

ラシー実践はMの 生活の大 きな部分を 占める。 ニュースや情報検索、音楽のダウン ロ

ー ドをは じめ、中国の友人 とのMSNメ ッセンジャーでのや りとりな ど、その内容 は多

岐 にわた る。 また 自己表現の手段で 竈)あり、反 日デモの際掲示板 に書かれた過激な反

日の意見に対 して、Mは 「日本 と中国が戦争 になった ら死ぬのは子 どもたちだ。戦争

になって も何 もいい ことはない1と い う自分の考えを表現 している。 さ らにMは 中国

語の リテ ラシー を生か し、翻訳 された文書の中国語 をチェ ックしパ ソコンに入力す る

アルバイ トで高い報酬を得ている。 これは高い中国語力 とメタ言語力が要求 され る リ

テラシー実践であると同時に中国語の経済的価値 を自覚で き、Mに とっては中国語を

維持仲張するための意欲にっながる貴重な機会 といえる。

人 間関係 を保 ち、精神的安定を得 るた めにも中国語は欠 かせない。家 庭では母親 と

中国語 で話す他 、中国の親戚や友人たち と頻繁に連絡 を取っている。特に中国 にはr命

をか けて もいい1ほ どσ)親友がお り、インター ネ ッ ト電話やMSNメ ッセ ンジャーを通
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して今でも交流 を続け、 目本 の友達や親 にで きない相談 もする。それ に対 し日本 には

r本当に信頼できる友達がいない。中国で はいつ も友達に囲まれ ていたのに、 日本で

はいっも一人ぼっち。だか ら日本は怖い」 と語 る。

2,5Mの リテ ラシーが示唆す るこ と

Mの 学校、学校外 での リテ ラシー実践か らMに ついて何がわか るだろ うか。 そ して

日本語支援者 にどの ような示唆 を与えているだろ うか。

一つ 目は、Mが 多様 なメデ ィアを使った リテラシー実践を中国語 、 日本語双方で行

っているとい う点である。特 にイ ンターネ ッ トは情報収集、 自己表現、友人 との コ ミ

ュニケーシ ョン、エンターテインメン トと多様な用途でMの 生活 に深 く浸透 している。

学校でもr調 べ学習」の手段 として使用 され るこ とが ある・そのため、 日本語支援に

おいても多様 なメデ ィアを活用することは 日本語学習をMの 実生活に結ぴつ ける上で

有効 と考え られ る。

二つ 目は、Mが 言葉で 自己を表現 しよ うと言 う意欲があ ることである。特 に興味 ・

関心を持 っている戦争や歴史にっいて学校 内外で 自分の考 えを表現す ることに意欲的

である。 この ことか ら、 日本語支援において 自分の考 えを表現す る機会を作 ることが

重要であ り、 日本語の リテ ラシー伸張の上で も、学習の動機付けのためにも有効だ と

言 える。 同時に興味 ・関心の幅 を広げるために幅広い内容 ・形式のテ キス トに触れ さ

せ ることも必要 であ る。

三つ 目は、日本語のテキス トを読み、書 くための明示的な足場か けの必要性 である。

国語の授業でMが 「読む気が しない」 と言った文の中には、Mの 関心ある戦争や平和

に関するもの も含 まれる。興味あるテーマで も文体や視覚的な印象から文章を読むに

至 っていない。 この ことは、テキス トのテーマのみ をMの 興味 ・関心に結びつけただ

けでは不十分で、内容に興味を持 ち、読 斐)うとす る動機付 けや視覚的な補助 、読んで

理解するための段階的な補助な どの支援 が必要なので ある。また他者 に伝わるよ うに

書 くためには何 をど う書 くか を、明示的に支援する必要性がある。

四つ 目は、Mの 批判的思考力や論理性 についてである。Mの 反 日デモに対す る書 き込

み では、中国、 目本両方 の視点か ら物事を見て批判的 に考 えよ うとす る姿勢が見 られ

るものの、Mの 文章は同 じ主張の繰 り返 しが多 く、主張の根拠や より詳細な情報 を書

くには至っていない。日本語支援ではMの 持つ批判的視点や問題意識 を認 め、評価 し、

活か しなが らさらに伸ぱす ことが必要 となる。

五つ 目は、Mの揺 らぐ自己イメー ジや精神状態についてであ る。Mは 中国での 自分(成

績 もよく友達に囲 まれている)と 日本での 自分(成 績 も悪 く孤独)、 中国への愛情や誇

りと中国人であるためにい じめ られ ることへの不安 とい った異な る気持ちの間で常に

揺れている。 また思春期のMは 友人関係や 両親 との 関係で傷つき悩む ことも多い。家

族や友人、教師 の前で明 るく気丈に振舞 うMだ が、筆者に対 して はrも う疲れ たよ」
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と涙 目で訴 えるこ ともある。 日本語ボランテ ィア とい ういわば学校か らも家庭か らも

友人た ちか らも独立 した立場の筆者 との時間は、Mに とって安全 で、心にたまった感

情を安心 して吐 き出せる場 にもなっているのである、このこ とか ら、日本語支援 はJSL

児童生徒の語 りを傾聴 し、受けとめ、一対一の人間 と して対話す ることが重要だ と言

える。

3.JS【.生 徒の リテ ラシー実践 と日本語支援を結ぷ試み

3.1実 践の概 要

本稿で報告する実践は2005年5月30日 の放課後 に行 ったr書 評 を書 く』活動 であ

る.こ の活動の 目的 はMの 読書経験 を活か し読み手 を意識 した書きにつなげる ことで

ある。支援の形態 は放課後の一対一の取 り出 し指導で、1回 の支援は2～3時 間である。

なお、この活動 の前には関連す る活動を行 っている。5月2日 か ら30日 の支援の展開

は以下の通 りである。

支援 日 流れ 内容

5月2日 ① 自由会話 ①Mの 最近の読書経験が明 らかになる。

②俳句ってなに?
②、③ 「お一いお茶』のペ ッ トボ トルやIIPの 俳句

を見せ 、俳句 の身近 さを感 じさせ る。

③俳句を読んでみる ②俳句について知 っていることをマイ ン ドマ ップ

④俳句を作ってみる に書 く(テ キス トの形式 にっいての明示的な指導)

④ 自由会話で出たテ ス ト中のエ ピソー ドを題材 に

俳句を一緒に作る、⇒作った俳句は筆者が所属する

わにっ子 クラブのホームページに掲載する。

5月9口 ①女子きな俳句について ①気に入った俳 句ひ とつ について どこがお も しろ

選評を書いてみる
いか、どんな情景か、作者は どんな人だ と思 うかな

ど考える。HPに あ った 「選評」を参考に、 ワー ク
② 書評ってなに? シー トの質聞に答 える形で選評を書 く。

②書評の 目的、内容 にっいて話 し合 う。

5月16日 ①読んでみたい本の書 ① インターネ ッ トで読んでみたい本 を検索 し、どん

評を読んで要素を書き
な立場 の人が どんな ことを伝 えよ うとして書い て

いるかな どを ワー クシー トを使 い考 える。

出す 。 ②そ こで出会った未知の言葉r自 給率」「ODA』な ど

② 自給率などについて か らイ ンターネ ッ トで食料 自給率の統計を調べ る

調べ る

5月30日 書評を書 く

3.2活 動の内容

「書評を書 く」活動は次の流れで行った.

① 自由会話

Mが 書いてきた交換 日記 を読み、その内容のr親 友」について話 し合 う。
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② 活動のポイ ン トについて話 し合 う

まず筆者か ら自分の好きな作品にっいて書評 を書きイ ンターネ ッ トで発表す ること

を提案 した。次に誰 に向けて書 くか、 どんな ことを書けば よいのか筆者が質問を投 げ

か け、一緒に話 し合 い、何をどう書 けばよいかの明示化 を心が けた。また実際にイン

ターネ ッ トのサイ トを見て、 ど二に投稿するか相談 した。

③ 作品を選ぶ

中国の書籍やDVDを 紹介、販 売 している 日本語のサイ トか ら中国で大好 きだ ったテ

レビ ドラマを選んだ・

④ 書評(レ ビュー)を 書く

Mは 中国語の二つ のサイ トで選んだ作品のあらす じを見ながら、大事 なポイン トや

大 まかなあ らす じを 日本語で書きワー ドに入力 した。初 めは 中国語で書かれたあ らす

じを 日本語 に翻訳 してい る様子 も見 られたが、後半には読者 が作品を読み たくなるだ

ろ うか、わか りやすいだろ うか と考 えなが ら何度 も推敲 を重ねた。 また ワー ドの機能

によ り誤字や文法 ミスには赤線が引かれた言葉は辞書で調べた り筆者に聞いた りして

自発的に訂正を行 った。

⑤書評(レ ビュー)を 投稿す る。

3.3実 践 の分析

この活動はMの 多様な リテ ラシーを効果的に 日本 語に関連 付け、引 き出 し、伸張 し

た活動 と言 える.書 評は 自分がよ く知っていて思 い入れのあ る作品を人 に紹介 し薦 め

るために書 くので、読書や ドラマ鑑賞経験が豊かなMに とっては親 しみやす く、興味

に合 う。 また書いたものをイ ンターネ ッ トに投稿 し発表す るとい うゴール は自己表現

に対す るMの 意欲 を生か してい る。

多様なメデ ィアの利用はMの リテラシー と口本語を関連付 け伸張す る上で効果的で

ある。Mが 日ごろ親 しんでい るイ ンターネ ッ トを利 用す ることで、必要 な情報を検索

し利用す る リテラシー、中国語 での リテ ラシー を引き出 し、 日本語での表現活動に関

連付けている。 日本語 ワープ ロの使用に よ り、 自身の誤用 を自覚 し、 自尊感情を傷つ

けることなく自己訂正を行 う様子 も見 られた。

リテ ラシー を伸張す るための足場 かけと して、活動の前 に書評の 日的 、読者 、内容

について話 し合い何 を どう書 くかについて明示化す ることを 目指 した。読み手 を意識

して推敲を重ねたMの 様子か らこれ らの点が意識化 され たことが うかがえる。

この1回 の活動 のみを取 り上げてMの リテラシーが どの よ うに育成 されたか を語 る

ことは難 しいが、 この活動では、 日本語を書 き表現す るこ とに対す る動機が以前よ り

も高まったこと、読み手 を意識 して何度 も推敲 を重ね、文章 の流れや表現 を工夫 した

ことが、それまでにはあま り見 られ なかった変化 として観察 された。 これ は、意味の

ある文脈 、 目的の中で 日本語 を使用す る活動であった点 、活動 を通 じて支援者が1・1の
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持つ経験、興味、母語な どの多様で豊かな リテ ラシーの価値を高 く評価 し、Mの 言葉

に興味 を持 って耳を傾け、自己表現 を奨励 した点が大 きく影響 していると考える。

4.結 論

本稿では 日本語力が不足 しているために能力が低 く見 られ るJSL児 童生徒が、実際

には豊かな リテ ラシー を持 っている ことを示 し、JSL児 童生徒の リテラシーの捉 え方

を転換す ることを提案 した。そのために、 日本語による学校 リテ ラシーだけでな く、

目本語、母 語での学校外 リテ ラシー、興味 ・関心や アイデンテ ィテ ィに注 目し、生徒

σ)リテ ラシーを総合的に捉 えることを訴えた。そ して彼 らの リテ ラシー を引 き出 し、

関連付け、伸張する 日本語教育を提案 し、実践例を示 し考察 した。 このよ うな 日本語

教育は、学習 を文脈化 し言語習得を効果 的にするだ けでな く、第二言語環境 で否定的

な自己イメー ジや不安定な精神状態 に陥 りやすい年少者が安心 して 自己表現 し、肯定

的 な自己概念 を形成す る上で意義深 い。 そ して 日本語支援者 に とっては、JSL児 童生

徒の リテラシーの理解を次の実践にっなげ、さらに生徒の理解を深 める、絶え間ない

プロセスで もある。

このよ うな 日本語支援 によって、JSL児 童生徒の リテ ラシーが どのよ うに伸張 した

か を縦断的 に観察 し、 目本語教育実践を蓄積することが、今後の課題である。また、

一対一 のボ ランテ ィア としてJSL児 童生徒 に向き合 うことで得た生徒の リテ ラシーへ

の理解 を、在籍学級の教師 と共有す ることで、JSL児 童生徒が直面す る 「学校 リテ ラ

シー」に提案を行 うことも、今後の年少者 日本語教育実践者に とって必要な点である。

(ヤマダ ユ ウコ ・修士課程2年)

【注】
IJSLバ ン ドスケールは

、策二言語 として 日本語を学ぶ児竜生徒の 日本語力を把握するた

めのものさしの束である。小学校低学年、小学校中高学年、中学 ・高校の三つの年齢集団

別に、話す、聞く、読む、書 くの4技 能ごとに7～8レ ベルに分け、その特徴を詳細に記

述 したもの。
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【資料=Mの 書 いた書 評(レ ビュー)】

ドラマの名前=情 深深雨濠濠(46集 電視連続劇VCD)、 作者:現 瑞、出版社:廣 東音像

この ドラマは満州箏変の時σ)話です。東北地方で従軍をしていた陸振華将軍が退役 して家

族 と一緒に東北か ら上海に逃げて、上海でフランスが占領 していた場所 で定住 した。

陸振華の九番日の妻は横暴で乱暴である。文猟(八 番 目の奥さん)、 娘(依 華ド)と 李副官

の家族を追い出した.こ の二家族の人はお金σ)出所がなくな り、苦 しい 日々を過 ごしてい

た。依葎はもうその生活 じゃあ生きられない と言ってお父さんの方に生活費をもらいに行

った。 しか し途中で雪琴(ノL番 目の奥 さん)と 会って しまって喧嘩になった。それを見た

お父さんは依蔀を鞭で叩いて、依茸はこの事でお父さんに対す る恨みの芽が芽生えてしま

って、復讐することを誓った一 ・・。

悲 しい話ですけどうけるところもあるので是非兄てください。私は感動 して涙が出てき

ま した!


